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Generation methodology of the originality for a design and planning
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 Speech, ideology, politics, economy, religion, war, and earthquake disaster, etc. Design which has evolved with relation by all society. 
 The mother of a design is an art affected from sensitivity, susceptibility, and environment .The father of a design is technology which 
attaches importance to investigation, and analysis and logicalness in this research. the main subject is targeting to clarify design essence 
and confidence. 
 The design in the 21st century will expect it as an agricultural people’s type design and this research is also the purpose to form the 

































































































































































































Q. ベルボトムのデザインを Good Design だと思うか。
YES　１７％
□ベルボトムのジーンズの意味を知った後の調査　













































































































































































































































































































大きい　70　強い 43  攻撃的 33  かっこいい 32　
はやい 13 消費的 3
農耕民族的デザイン




















































Generation methodology of the originality for a design and planning
　人間は会話をはじめコミュニケーションをすると共通
の価値観ができ、唯一という概念が失われるもしくは他
者の価値観になれ親しんでいくことになる。お笑い芸人
である「爆笑問題太田」は高校では全くしゃべらない生
徒であったそうだ。彼は見るからに個性的でセンスの塊
に見える。また他のお笑い芸人よりもオリジナリティー
に溢れていると筆者は思う。全くしゃべらなかった彼は
他者とのコミュニケーションをとらず、自身の価値観や
ものの見方を持っていたことになる。これは江戸文化と
同じでオリジナリティーの熟成タイプの生成方法とも言
える。
　人は自分の見たこともないタイプの人間に接すると奇
人もしくは個性的な人と見る傾向がある。新型デザイン
の車や洋服をみても最初から好みという場合は少なく、
徐々に慣れ親しんでいく現象が起こることに似ている。
これはオリジナリティー溢れるものを体験した場合に
起こる現象であろう。逆にすぐに受け入れることができ
るものは既に認識している証拠であるので、オリジナリ
ティーが少ないとも言える。このように鎖国：「人間間（国
家間）において他者とのコミュニケーションを取らず、
個の文化を成熟させること」はオリジナリティーを生成
する要素の一つといえよう。
　繰り返すが、創造者はデザイナー・建築家・芸術家・
音楽家含めオリジナリティーを求める傾向にある。しか
し日本のモノづくりや芸術・音楽までも欧米の模倣とも
言われ続けている。たしかに近年ではメイドインジャパ
ンやクールジャパンは世界を席巻した面もあるが、根本
では模倣といわれても致し方がないと考えられる。これ
は江戸時代　鎖国を解いてから西洋文化・文明が入り始
めたことが大きな要因と考えられる。オリジナリティー
の生成方法論として大きくは前に述べたように鎖国：「人
間間（国家間）において他者とのコミュニケーションを
取らず、個の文化を成熟させること」は最大限重要であ
るが、コミュニケーション社会においてもある一定の時
期は可能である。風土気候を考えることも非常に重要で
あるが、デザイン・設計の世界では地産地消含め既に常
識として定着しつつある。では今後どのような状況であ
ればオリジナリティーの生成は可能であろうか。
　戦後の日本の発明品で唯一のオリジナリティーといえ
る電気釜を考えてみると、それは民族の特性から考えら
れるのではないか。
　農耕民族であった我々は田を耕し主食として米を食べ
てきた。これは欧米では考えにくい。明治以降文明開花
した日本は欧米の狩猟民族的な文化に流されたともい
え、狩猟民族的な発想を繰り返していると基本的なオリ
ジナリティーは生まれにくい。やはり原点回帰的な発想
を行わないと本当のオリジナリティーは出てこないと考
える。このことが最大の起点でありまさにオリジナリ
ティー生成法であろう。
　例えば、最近人気のある国産小型車やガラパゴス化と
いわれている軽自動車は低燃費で丸型のコロっとした愛
嬌あるデザインである。狩猟民族的な大きくて大量消費・
大排気量のデトロイトの呪縛 2) からは完全に解き放た
れ、エコロジ （ー省エネ・環境配慮）対応は全てしている。
また日本語で表現すると「かわいい」デザインともいえ
る。これは２１世紀に入り狩猟民族的なデザインから農
耕民族的なデザインに転化してきたとも考えられる。「か
わいい」はいまでは世界語ともいわれ欧米でも「つなみ」
ほどではないが通用し始めている。もともとエコロジー
という考え方は日本で言うところの「もったいない」の
概念にも近く、エコロジー（省エネ・環境配慮）的なデ
ザインを推進していくと導き出される答えは自ずと「か
わいい」というデザイン性が出てくることが多い。この
ように２１世紀のデザイン指標であるエコロジー（省エ
ネ・環境配慮）を基準としてものづくりを進めると「か
わいい」というデザインにシンクロし、農耕民族的なオ
リジナリティーが出始めていることが理解できる。
　このことは２１世紀最大の未来展望となる。欧米では
女性のベッドルームにゆるキャラ的なぬいぐるみが置い
てあることは珍しい。その反面日本の女性は欧米に比べ
ると置いていることが別のアンケートから確認がとれ
た。狩猟民族的なセンスと農耕民族的なセンスとの差が
ここにも明快に出ている。先日、日産自動車が農耕民族
的なフォルムの未来の車を開発したと展示会が開かれ
た。かぼちゃの馬車のようなフォルムでいわゆるデトロ
イトの呪縛型デザインではない。ぽっこりと丸いフォル
ムで農耕民族的な「かわいい」をコンセプトに意識した
そうだ。近年の国産車にもみられるよう、環境を意識し
たエコカーにこの農耕民族的デザインは多く見られる傾
向で、この傾向は大排気量のアメリカの車種にはあまり
見られない。この日本初の農耕民族的な「かわいい」は
２１世紀の時代感に相応しいのではないか。
■上記よりオリジナリティーの生成方法論
　基本原則１－３を記述する。
１：一定期間の鎖国：「一定期間人間間（国家間）にお
いて他者とのコミュニケーションを取らず、個の文
化を成熟させること」をすること。
２：風土気候を読み取り構築すること。
３：農耕民族的　狩猟民族的など民族の特性を最大限活
かすこと。
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注
1) 小少軽短美：メイドインジャパンの原点。部品は小さいほうがよい。
少ないほうがよい。軽いほうが良い。また短いほうがよい。そして
美しいことを求める。
2) デトロイトの呪縛：「大排気量を基本とした、大きくて流線型の車
のデザインが全て」と車の生産拠点であるアメリカデトロイトの根
深いカーデザインの価値観
